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所有者不明土地関連法と
実務知識

Ⅰ

背
景
と
大
意

日
本
は
人
口
減
少
の
加
速
に

よ
り
土
地
の
ニ
ー
ズ
が
低
下

し
、
そ
の
帰
結
と
し
て
所
有
者

不
明
土
地
が
増
加
し
て
き
た
。

あ
る
推
計
に
よ
れ
ば
、
2
0
4

0
年
の
所
有
者
不
明
土
地
面
積

は
北
海
道
本
島
の
土
地
面
積
に

匹
敵
す
る
と
も
推
計
1
さ
れ
て

い
る
。

所
有
者
不
明
土
地
は
、
都
市

開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
行

お
う
と
す
る
際
の
障
害
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
所
有
者
不
明
の
土
地

に
つ
い
て
の
法
整
備
を
行
い
令

和
元
年
6
月
1
日
に
「
所
有
者

不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以

下
、「
所
有
者
不
明
土
地
法
」

と
い
う
）
が
全
面
施
行
さ
れ

た
。そ

の
後
、
土
地
基
本
法
、
民

法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
改

正
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度

の
創
設
へ
と
続
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
実
務
に
影
響
の
あ
る
項

目
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
趣
旨
は
第
一
に
「
所
有
者
不

明
の
土
地
の
発
生
を
防
止
す

る
」こ
と
で
あ
り
、
第
二
に「
土

地
の
適
正
な
利
用
等
を
図
る
」

こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
上
で
各
法
律
の
概

要
を
見
て
い
く
が
、
特
に
相
続

の
現
場
で
は
必
須
の
知
識
と
な

り
そ
う
だ
。

Ⅱ

所
有
者
不
明
土
地
法
の
創
設

本
制
度
は
、
①
円
滑
利
用
②

探
索
の
合
理
化
③
適
切
管
理
の

三
つ
の
柱
か
ら
成
る
。

1

円
滑
利
用

所
有
者
不
明
土
地
を
収
用
等

す
る
と
き
、
都
道
府
県
知
事
の

裁
定
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
を

可
能
と
し
、
更
に
地
域
福
利
増

進
事
業
を
創
設
し
都
道
府
県
知

事
の
裁
定
に
よ
り
、
最
長
10
年

間
（
一
部
事
業
に
つ
い
て
は
20

年
）
の
使
用
権
を
設
定
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
円
滑

な
利
用
に
資
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

2

所
有
者
探
索
の
合
理
化

所
有
者
の
探
索
に
つ
い
て
具

体
的
な
方
法
と
範
囲
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
、
法
律
の
適
用
を

し
や
す
く
し
た
。
更
に
、
必
要

な
公
的
情
報
（
固
定
資
産
課
税

台
帳
、
地
籍
調
査
票
等
）
に
つ

い
て
、
行
政
機
関
が
利
用
で
き

る
制
度
と
長
期
間
（
死
亡
後
10

年
）
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な

い
土
地
が
あ
る
場
合
、
登
記
官

が
公
共
の
利
益
と
な
る
事
業
主

体
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
法
定

相
続
人
情
報
を
探
索
し
、
そ
の

結
果
を
登
記
所
へ
備
え
付
け
る

と
共
に
、
事
業
主
体
者
へ
提
供

す
る
特
例
を
創
設
し
た
。

3

適
切
管
理

所
有
者
不
明
土
地
の
た
め
に

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
管

理
に
つ
い
て
利
害
関
係
人
以
外

で
地
方
公
共
団
体
に
も
請
求
権

を
付
与
で
き
る
特
例
を
創
設
す

る
と
と
も
に
民
法
の
所
有
者
不

明
土
地
・
建
物
管
理
制
度
（
新

民
2
6
4
の
2
〜
2
6
4
の

8
）
を
準
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

Ⅲ

不
動
産
登
記
法
の
改
正

1

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

（
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
済
）

不
動
産
を
相
続
（
遺
贈
を
含

む
）
に
よ
り
取
得
し
た
者
は
、

そ
の
相
続
の
開
始
及
び
所
有
権

を
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

か
ら
3
年
以
内
に
所
有
権
移
転

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
た

（
不
登
法
76
の
2
①
）。
こ
れ

を
正
当
な
理
由
な
く
相
続
登
記

の
申
請
を
し
な
い
と
き
は
、
10

万
円
以
下
の
過
料
（
不
登
法
1

6
4
①
）
と
な
る
。
正
当
な
理

由
に
は
、
数
次
相
続
が
発
生
し

て
多
く
の
相
続
人
が
お
り
、
必

要
書
類
の
収
集
に
多
く
の
時
間

を
要
す
る
場
合
等
5
つ
の
例
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
施
行
日
前

に
相
続
が
発
生
し
て
い
た
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
①
令
和
6
年

4
月
1
日
と
②
各
要
件
を
満
た

し
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
3
年
以
内
の
申
請
と
い
う
経

過
措
置
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

登
録
免
許
税
は
、
相
続
に
よ

り
土
地
を
取
得
し
た
個
人
が
登

記
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
場

合
の
免
税
措
置
と
少
額
の
土
地

（
固
定
資
産
税
価
格
1
0
0
万

円
以
下
）
を
相
続
に
よ
り
取
得

し
た
場
合
の
免
税
措
置
が
そ
れ

ぞ
れ
令
和
7
年
3
月
31
日
ま
で

延
長
さ
れ
た
。

2

相
続
登
記
手
続
の
簡
素
化

・
合
理
化
す
る
制
度

1

相
続
人
申
告
登
記
制
度

（
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
済
）

こ
の
制
度
は
、
例
え
ば
遺
産

分
割
協
議
が
ま
と
ま
ら
ず
相
続

登
記
が
で
き
な
い
と
き
に
、
相

続
登
記
の
履
行
義
務
を
負
う
者

が
「
相
続
人
申
告
登
記
」
の
申

出
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
義
務

を
履
行
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
制
度
（
不
登
法
76
の
3
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
所
有
権
の
登

記
名
義
人
に
相
続
が
開
始
し
た

こ
と
及
び
当
該
登
記
名
義
人
の

法
定
相
続
人
と
み
ら
れ
る
者
を

報
告
的
に
公
示
す
る
に
と
ど
ま

る
。な

お
、
こ
の
規
定
は
当
事
者

の
「
申
出
」
を
受
け
て
、
登
記

官
が
職
権
で
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
登
録
免
許
税
は

不
要
で
あ
る
。
こ
の
申
出
後
に

所
有
権
者
が
決
ま
っ
た
と
き

は
、
そ
の
者
は
決
ま
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申

請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

所
有
不
動
産
記
録
証
明
制

度
（
令
和
8
年
2
月
2
日
か
ら

施
行
）

現
在
の
登
記
法
で
は
登
記
記

録
が
一
筆
の
土
地
・
一
戸
の
建

物
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
物
的
編

成
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
全
国
の
不
動
産
か
ら
特
定

の
者
が
所
有
す
る
不
動
産
を
網

羅
的
に
抽
出
し
、
そ
の
結
果
を

公
開
す
る
仕
組
み
も
存
在
し
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
被
相
続

人
の
物
件
を
相
続
人
が
把
握
し

き
れ
な
か
っ
た
不
動
産
に
つ
い

て
放
置
さ
れ
、
そ
れ
が
所
有
者

不
明
土
地
の
発
生
原
因
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
の
意
図
し
な
い
登
記
漏
れ

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
特
定

の
者
が
所
有
権
の
登
記
名
義
人

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
不
動

産
を
一
覧
的
に
リ
ス
ト
化
し
、

そ
れ
を
証
明
す
る
所
有
不
動
産

記
録
証
明
制
度
（
新
不
登
法
1

1
9
の
2
）
が
新
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
不
動
産
が

な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
が
証
明

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
申

請
権
者
は
登
記
名
義
人
若
し
く

は
当
該
相
続
人
そ
の
他
一
般
承

継
人
と
な
る
。

3

所
有
権
の
登
記
名
義
人
の

死
亡
情
報
に
つ
い
て
の
符
号
の

表
示
（
令
和
8
年
4
月
施
行
予

定
）こ

の
制
度
は
、
登
記
所
が
住

基
ネ
ッ
ト
や
戸
籍
情
報
の
取
得

等
に
よ
り
、
所
有
権
の
登
記
名

義
人
が
死
亡
等
に
よ
り
、
権
利

能
力
を
有
し
な
い
と
判
明
し
た

場
合
に
は
、
そ
の
事
実
を
符
合

に
よ
っ
て
表
示
す
る
制
度
（
新

不
登
法
76
の
4
）
で
あ
る
。

4

住
所
等
の
変
更
登
記
申
請

の
義
務
化
（
令
和
8
年
4
月
施

行
予
定
）

所
有
権
の
登
記
名
義
人
の
氏

名
・
名
称
又
は
住
所
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
が

あ
っ
た
日
か
ら
2
年
以
内
に
そ

の
変
更
登
記
申
請
を
義
務
化

し
、
正
当
な
理
由
な
く
申
請
を

怠
っ
た
と
き
は
5
万
円
以
下
の

過
料
と
な
る
。

一
方
で
、
こ
れ
の
実
効
性
を

確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備
策

と
し
て
、
他
の
機
関
か
ら
取
得

し
た
所
有
権
登
記
名
義
人
の
住

所
等
の
異
動
情
報
に
基
づ
き
、

登
記
官
が
職
権
的
に
住
所
等
の

変
更
登
記
を
す
る
新
た
な
方
策

も
導
入
（
新
不
登
法
76
の
6
）

さ
れ
、
登
記
官
は
登
記
名
義
人

が
自
然
人
で
あ
る
場
合
、
法
務

局
側
か
ら
変
更
登
記
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
確
認
が
行
わ

れ
、
了
解
を
得
た
こ
と
を
も
っ

て
申
出
が
あ
っ
た
も
の
と
扱
っ

て
職
権
的
に
変
更
登
記
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅳ

相
続
土
地
国
庫
帰
属
法
の
創
設
（
令
和
5
年

4
月
27
日
施
行
）

1

概
要

相
続
に
よ
り
や
む
を
得
ず
土

地
を
取
得
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
管
理
責
任
を
負
う

（
土
地
基
本
法
6
条
）
こ
と
か

ら
、
こ
れ
が
生
涯
続
く
こ
と
を

望
ま
な
い
者
も
一
定
数
存
在

し
、
以
前
か
ら
土
地
管
理
の
負

担
か
ら
免
れ
る
制
度
の
創
設
も

望
ま
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
相
続
に
よ
り
取
得

し
た
土
地
を
手
放
す
こ
と
を
認

め
、
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
相
続
土
地
国
庫

帰
属
法
が
創
設
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
過
度
な
管
理
コ
ス
ト
が
国

に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
や
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
国
庫
に
帰
属
す
る
土
地
は

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
に

限
定
し
、
法
務
大
臣
の
承
認
を

要
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

2

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度

1

申
請
権
者
（
帰
属
法
2
①

②
）相

続
等
に
よ
り
土
地
の
全
部

又
は
一
部
を
取
得
し
た
者
は
、

法
務
大
臣
に
対
し
、
そ
の
土
地

の
所
有
権
を
国
庫
に
帰
属
さ
せ

る
こ
と
2
に
つ
い
て
の
承
認
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
土

地
が
数
人
の
共
有
に
属
す
る
場

合
に
は
、
承
認
申
請
は
、
共
有

者
の
全
員
が
共
同
し
て
行
う
と

き
に
限
り
可
能
で
、
そ
の
有
す

る
共
有
持
分
の
全
部
を
相
続
等

以
外
の
原
因
に
よ
り
取
得
し
た

共
有
者
で
あ
っ
て
も
、
相
続
等

に
よ
り
共
有
持
分
を
取
得
し
た

共
有
者
と
共
同
し
て
、
承
認
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

承
認
申
請
要
件

通
常
の
管
理
又
は
処
分
す
る

に
当
た
り
過
分
の
費
用
又
は
労

力
を
要
す
る
土
地
は
帰
属
が
認

め
ら
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、

建
物
が
あ
る
土
地
等
5
つ
の
例

が
示
さ
れ
て
い
る
（
帰
属
法
2

③
）。
こ
の
承
認
不
適
格
事
例

に
該
当
し
な
い
限
り
、
例
え
行

政
上
の
利
用
の
需
要
な
い
し
必

要
性
が
直
ち
に
な
い
土
地
で
も

国
庫
帰
属
へ
の
申
請
は
可
能
と

な
る
。

3

負
担
金
等

土
地
の
性
質
に
応
じ
た
標
準

的
な
管
理
費
用
を
考
慮
し
て
算

出
し
た
10
年
分
の
土
地
管
理
費

用
相
当
額
の
負
担
金
3
の
納
付

が
必
要
で
あ
る
。
法
的
に
は
こ

の
負
担
金
の
納
付
時
に
国
庫
へ

帰
属
す
る
。

4

承
認
要
件

承
認
申
請
が
受
理
さ
れ
た
場

合
、
法
務
大
臣
は
、
承
認
申
請

に
係
る
土
地
が
承
認
不
適
格
事

由
に
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当

該
土
地
の
国
庫
へ
の
帰
属
を
承

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
帰

属
法
5
）
と
さ
れ
、
要
件
を
満

た
せ
ば
、
国
は
帰
属
を
拒
否
で

き
な
い
こ
と
と
し
た
。
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